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戦後東アジアにおける放送空間のダイナミズム
――日韓中テレビドキュメンタリーを中心に――
崔 銀 姫
〔抄 録〕
本稿は，昨年 (2013 年) 秋に出版した「東アジアにおける新たな放送文化の創出
の可能性と課題」(佛教大学社会学部論集 57 号)」の論考を引き継いでおり，2011 年
に行った第 1次調査と同じく「日韓中テレビ制作者フォーラム」の参加者を対象に実
施した第 2 次調査 (2013 年) の結果分析と報告である。また本稿では，東アジアの
放送文化の具体的な事例として，日韓中を中心とした放送空間の変貌を，公共放送で
ある日本の NHK と韓国の KBS，そして中国の中央放送である CCTV が生み出して
きたテレビドキュメンタリーに焦点を絞って戦後のダイナミックな展開を検討しつつ，
東アジアにおけるドキュメンタリーの放送空間の今後の課題と可能性について見解を
述べた。
キーワード：東アジア，ドキュメンタリー，放送空間，「日韓中テレビ制作者フォー
ラム」
1．は じ め に
1. 1 本稿の狙いと第 13 回「日韓中テレビ制作者フォーラム」
本稿は，日韓中を中心とした東アジアにおける放送文化の変容の考察を目的とするもので，
昨年 (2013 年) の秋に出版した「東アジアにおける新たな放送文化の創出の可能性と課題：
『日韓中テレビ制作者フォーラム』の事例から｣(1) と連続性をもつ論考である。その連続性と
は，まず本稿のテーマの出発点である議題の素材が，前回の論文と同じく「日韓中テレビ制作
者フォーラム」という場から来ている点が挙げられる。そして，本稿は第 11 回 (2011 年) と
第 13 回 (2013 年) の 2 回に渡って「日韓中テレビ制作者フォーラム」の参加者を対象に行っ
た量的調査の結果分析を報告する狙いの側面においても連続している。最後に，本稿は「日韓
中テレビ制作者フォーラム」という場から見出だせる，東アジアにおける放送空間の特徴や背
景，変貌の様相をより具体的な事例(2) に焦点を当てながら，新たな放送文化の可能性と課題
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を考察する試みの側面においても連続していると言える。
第 13 回「日韓中テレビ制作者フォーラム」は，2013 年 10 月 14 日から 17 日まで中国の無
錫で開催された。東アジアの代表的な 3ヶ国である日本・韓国・中国のテレビ制作関連者の集
いである「日韓中テレビ制作者フォーラム」の成立の背景や経緯，参加組織などの説明は冒頭
に記述した既刊の論文(3) において詳細に取り上げたので，ここでは昨年に行った第 2 次アン
ケートの内容とその結果の紹介から始めたい。
1. 2 アンケートの内容
第 13 回「日韓中テレビ制作者フォーラム」には日本と韓国からの各 40 人前後を含め，合計
およそ 150 人余りが参加した。フォーラム参加者を対象に行った今回の調査の狙いは，特に
「日韓中テレビ制作者フォーラム」の今後の有効な運営のための課題を知るべく，主に参加者
のフォーラム運営に関する声を調査するための内容に絞った(4)。下記は今回実施したアンケー
トの文面である。
｢日韓中テレビ制作者フォーラム」に関するお伺い
第 13 回 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」に参加されたみなさまへ
｢日韓中テレビ制作者フォーラム」は，東アジアにおける相互信頼や交流，地域発展に重要な意義を
持っていると思っております。今後，東アジアにおける新しい放送空間を創出するために日韓中テレビ制
作者フォーラムが目指すべき方向性は何か，現在のお国や職場，そしてフォーラムの運営や内容等につい
て皆さんご自身のお考えについてお尋ねいたします。(ご回答頂いた内容については集計を施し，個別情
報を開示あるいは研究目的以外に利用することは一切ございません。)

〈属性に関する質問〉
・ 性別 1．あなたの性別をお知らせください。(○をつけてください) ①男性 ②女性
・ 年齢 2．あなたの現在の満年齢をお知らせください。( ) 歳
・ 居住地 (地域名) 3．あなたがお住まいの都道府県をお知らせください。( )
・ 職場および所属部局 4．あなたの現在の職場および所属部局についてお知らせください。( )
・ 経歴 5．あなたの放送関係における経歴年数についてお知らせください。( ) 年
〈本調査項目〉
Q 1．日韓中テレビ制作者フォーラムに参加するのは今回が何回目ですか。( ) 回目
Q 2．日韓中テレビ制作者フォーラムに参加する理由について，当てはまるもの全てに○をつけてく
ださい。
①他の国の番組制作のスタイルが知りたいから ②他の国の制作者と交流したいから
③他の国との共同制作に興味があるから ④他の国の良質な番組を輸入したいから
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⑤職場や上司の指示があったから ⑥その他 ( )
Q 3．日韓中テレビ制作者フォーラムについて，あなたの評価や意見についてお尋ねします。当ては
まるものに○をつけてください。
A．日韓中テレビ制作者フォーラムの開催は年 1回で良いと思いますか。
①思う ②思わない：増やす ( 回／年)
③思わない：減らす (1 回／ 年) ④その他 ( )
B．日韓中テレビ制作者フォーラムの国別の参加者数は現状で良いと思いますか。
①思う ②思わない：増やす ( 人／国)
③思わない：減らす ( 人／国) ④その他 ( )
C．貴国では日韓中テレビ制作者フォーラムへの参加は個人の自由な意思決定による方式で参加でき
るほうですか。
①自由に意思表明できるほうだ ②上層部で決める形式だ
③運営組織に任せるほうだ ④その他 ( )
D．日韓中テレビ制作者フォーラムは東アジアにおける番組制作者の相互理解に役立っていると思い
ますか。
①非常にそう思う ②どちらかと言うとそう思う
③どちらとも言えない ④どちらかと言うとそう思わない
⑤全くそう思わない
F．日韓中テレビ制作者フォーラムが今後も続いて欲しいと思いますか。
①非常にそう思う ②どちらかと言うとそう思う
③どちらとも言えない ④どちらかと言うとそう思わない
⑤全くそう思わない
G．日韓中テレビ制作者フォーラムの運営について現在抱えていると思われる問題点および要求事項
があれば何でしょうか。当てはまるもの全てに○をつけてください。
①事前の参加者の所属や制作番組等の情報交換が必要
②フォーラムの内容のなかで参加者との交流の時間と機会が少ない
③フォーラムの番組選定の基準が不明確
④各国の放送の現場のリアルな情報交換が出来ない
⑤参加する年齢層のバランスの考慮が必要
⑥番組の輸入および輸出について商談する場が必要
⑦単発ではなく参加者の間の持続的な交流のネットワークの形成の工夫
⑧その他 ( )
H．日韓中の番組スタイルの違いが最も明瞭なジャンルは何だと思いますか。
①ドラマ ②ドキュメンタリー
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③バラエティ ④その他 ( )
I．日韓中テレビ制作者フォーラムのなかで他の国の制作者と会話や交流の場が設定されたとしたら
相手に質問しようと思うテーマは何か，当てはまるもの全てに○をつけてください。
①番組コンテンツの海外流通の状況
②放送局の組織や人事
③撮影技術やカメラ等の機材，映像表現など
④政府の干渉や上部からの圧力への対処
⑤労働組合や労働連盟などの活動
⑥給料や待遇
⑦番組の共同制作や制作関連の情報交換
⑧制作費用や支援，協賛の方法
⑨番組の制作環境やシステム
⑩国際間の葛藤や歴史問題の解消へ取り組み
⑪その他 ( )
J．日韓中テレビ制作者フォーラムに参加を通じて，実際に役に立ったご経験があれば教えてくださ
い。当てはまるもの全てに○をつけてください。
①他の国と国際的な共同番組を制作した
(番組名・年： )
②他の国の番組の輸入のきっかけとなった
(番組名・年： )
③放送局の間で国際会議やフォーラム，研究会等を開催した
(名称・年： )
④他の国の技術者や制作者関連の人的交流・協力が行われた
(番組名・年： )
⑤他の国から資本や制作費支援，投資，援助をもらった
(番組・年： )
⑥他の国の放送局と番組交換の協定を結んだ
(放送局名・年： )
K．日韓中テレビ制作者フォーラムの事例を含めて，東アジアにおける新たな放送文化の形成のため
に現実的に最も障害となると思うことについて，当てはまるもの全てに○をつけてください。
①政治的な国際関係の変化 ②国民 (視聴者) の好み
③流行の変化 ④過去の歴史への反省や整理
⑤制作費用等の経済的な壁 ⑥言語の壁
⑦制作環境や制作技術の差異 ⑧表現の自由度及び権力的干渉
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⑨番組スタイルの違い ⑩一国の文化的な影響力の大きさ
⑪その他 ( )
――ご協力，ありがとうございました――
1. 3 アンケートの結果分析と「日韓中テレビ制作者フォーラム」の評価
今回のアンケートの回収数は 31枚 (日本：13名，韓国：16 名，中国：2名) であった(5)。
その 31名の年齢的な分布は，表 1 の通りである。今回 30 代〜40 代の参加者の国籍は韓国と
中国の割合が特に高かった。
なお，アンケート参加者の経歴別分布は表 2 のとおりである。経歴が 16〜20 年の人が最も
多かったが，全体的に見ると経歴が 2年目 (1名) の新人から 46年目 (1名) のベテランまで，
比較的バランスの取れた経歴の持ち主が参加していることが分かった。こういう，違う国から
の多様な経歴の人に会えることが「日韓中テレビ制作者フォーラム」の場が持つ特徴であり，
今後も活かすべき長所であるに違いない。
図 1 は，国別フォーラムの参加回数の調査結果である。この結果から読み取れる事実は，
「フォーラムにはできるだけ若手の，たくさんの人に，均等な機会を与えたいと考えている」と
いう，韓国側のフォーラム主宰団体「韓国プロデューサー (PD) 連合会｣(6) の方針の表れである。
図 2 は，「日韓中テレビ制作者フォーラム」に参加する理由について調査した結果である。
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表 1 年齢別アンケート参加者の分布
年齢 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 無回答 計
度数 6 11 4 5 3 2 31
表 2 経歴別アンケート参加者の分布
経歴 (年) 1〜5 6〜10 11〜15 16〜20 21〜25 26〜30 31〜35 36〜40 41〜45 46〜50 無回答 計
度数 3 3 3 10 0 4 3 1 2 1 1 31
図 1 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の参加回数
3ヶ国に共通する主な参加理由は，「他の国の人との交流や他の国の放送関連情報の交換と収
集」であった。その他の意見として，「番組制作者の作品の説明が聞けるから」「他の国のプロ
グラム・マーケティングが知りたいから」「新しいアイデアを見付けるため」等があった。
次からは設問Q3 の「日韓中テレビ制作者フォーラム」の評価に関するアンケートの結果を
まとめた内容である。
まず図 3 と図 4 は，「日韓中テレビ制作者フォーラム」の現在の運営形態への意見を聞いた
結果である。「フォーラムの開催回数と参加者数が適切なのか」という問いに対して，「フォー
ラムの開催数はこのままで良い」が 93.5%であった。また，フォーラム参加人数は「このま
まで良い」が 51.6%，「増やした方が良い」が 25.8%と回答しており，今後フォーラムの活動
をさらに広げていくことも検討の余地があると思わせた。
図 5 は，フォーラム参加者の参加形態と参加の自由度を調査した結果である。「自由に参加
できる」が 64.5%，「運営組織にまかせる」が 22.6%であった。「日韓中テレビ制作者フォーラ
ム」の運営は，原則的に運営組織単位で動いているが，その形態を維持することは効率性の長
所がある反面，より幅広く自由な参加が可能なシステムにするには限界がある点は今後の課題
の一つであると思われる。
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図 3 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の開催回数の適合性について
図 2 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」に参加する理由について
図 6は Q3-Dの設問である「日韓中テレビ制作者フォーラムが東アジアの番組制作者の相
互理解に役立っていると思うのか」に対して，「非常にそう思う」が 32.3%，「どちらかと言え
ばそう思う」が 64.5%で，肯定的な回答が 96.8%に達している結果を示している。ここまで
前向きの数字が得られたのは，「日韓中テレビ制作者フォーラム」の今後を検討する際，運営
者側にとって非常に鼓舞的なことであるに違いない。フォーラムの運営等に関する問題点を良
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図 4 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の現在の参加者数／国について
図 5 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」参加の決定の自由度について
図 6 フォーラムの番組制作者間の相互理解への寄与について
い方向で将来的に活かしながら，持続的にフォーラムを開催する必要があると考える。
図 7 は今後「日韓中テレビ制作者フォーラム」の改善のために意見を聞いた結果である。最
も多かった回答は「フォーラムの中で参加者間交流の時間が少ない」が 61.3%で，その次は
「参加者の年齢層のバランスの考慮」が 58.1%，「現場のリアルな情報交換の難しさ」が 38.7%，
「持続的なネットワークの形成」が 35.5% の順であった。こういった参加者からの要求は，
2011 年に調査した 1 次アンケートの結果とその内容がほぼ変わっていない。各運営団体は参
加者の意見を重く受け止めて至急改善に取り組む必要があると思われる。
次の図 8は，「他の国の制作者と交流の場が設定されたら質問したい内容」についての結果
である。最も多くの回答があった項目は「番組制作の環境やシステム」で 71.0% の割合で
あった。その次に「共同制作に関する情報交換」が 58.1%，「コンテンツ流通」「制作費用・支
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図 7 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の課題 (改善点) について
図 8 国際交流の場が設定された際に聞いてみたい関心事について
援・協賛関連」「国際的葛藤・歴史問題関係」の 3 つの項目が同じく 41.9%の割合で 3番目で
あった。参加者各自が置かれている状況や職務，システムが異なっているので，他の国の人と
の交流のなかで聞いてみたい内容も異なってくるのは当然の事だが，とりわけ「交流の場の設
定」を前提とすることを忘れてはいけない。その理由は，互いに「会う」ことでコミュニケー
ションが生まれ新たな番組制作の企画と挑戦が芽生える事に繋がって，東アジアの放送空間に
新たな模索が起こりうると考えるからである。
一方で図 9 の結果 (フォーラムは相互理解に役に立つ) のようなこういった参加者の意向に
反して，現在東アジアにおける越境的および国際的な交流に最も障害であると思われている点
は，「言語の壁」(61.3%) であった。その次に「国民の嗜好」が 48.4%，「過去の歴史の反省や
整理」が 45.2%，「表現の自由と権力の干渉」が 45.2%，「国際的な政治の変化」が 41.9%の順
であった。
なお，図 10 は，「日韓中テレビ制作者フォーラム」が役立った経験を調査したものであるが，
回答から現場では実質的に有効なアクションを起こしていない事が分かる。また，今回の結果
は日本からの参加者の実績だけが目立つが，韓国からの参加者は若手が多く，まだ経験が浅い
人が多かった事がその一つの理由として推測できる。
最後に，図 11 は「日韓中テレビ制作者フォーラムが今後も持続してほしいか」の設問に関
する回答結果で，「非常にそう思う」が 74.2%，「どちらかと言えばそう思う」が 2.3%で，合
わせて 96.7%の人が「持続してほしい」と望んでいることがわかった。参加者にとって「日
韓中テレビ制作者フォーラム」は東アジアで唯一の制作者が一堂に会する場であり，その存在
意義は彼らにとって共感の軸になっていることが読み取れる。
韓国の PD連合会の会長(7) は，フォーラムを開催する当事者 (国・運営団体) は経費と準
備などで相当な負担を抱える事になるにもかかわらず「実際にフォーラム終了後の参加者の満
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図 9 新たな放送文化構築のために障害となると思う事について
足度は高い。日々多忙な現場では経験できない特殊な機会であるのは事実」と述べている。ま
た氏は，今後のフォーラムの改善策として，準備や補足，深化するための「緩やかな分科会・
研究会を組織・運営する事」を提言した。氏の提案とおり，フォーラムの日程だけでは消化し
きれない課題，例えば人と人とのネットワークや情報交換，意見交換をより深くできる場を，
非定期的／定期的に開催することが，本番のフォーラムをより充実させる架け橋に繋がると思
われる。
以上が一部ではあるが第 2 次アンケート調査と分析の結果である。2014 年は日本の横浜で
フォーラムの開催を予定している。2013 年の開催の際，通訳・翻訳の問題や日程の調整，プ
ログラムの多様化等の要望があったが，そういった試行錯誤として得られた経験を活かすとと
もに，ひいては今回の調査と結果分析で得られた参加者の声と知見が，今後フォーラムの運営
に役立つ方向で繋がれればと考える。
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図 11 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の持続的な開催の必要性について
図 10 ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」が役立った経験について
2．1980 年代の東アジアのドキュメンタリー放送空間
ここからは第 1章の「日韓中テレビ制作者フォーラム」で行ったアンケート調査と結果分析
の報告を踏まえて，東アジアにおける放送文化の様相をより具体的な事例から検討したい。そ
のために本稿では「ドキュメンタリー」というジャンルに焦点を絞り，「日韓中の 3ヶ国にお
けるテレビドキュメンタリーを中心とした東アジアの放送空間のダイナミックな移動と変容の
歴史」をパースペクティブな視点から描けられればと考える。
一方で「ドキュメンタリー」の場合，例えば 2009 年に行われた(8) 「公共放送であるNHK・
KBS・BBC の番組ジャンル別の視聴状況」の調査結果は，「ドキュメンタリーはどう見られて
いるか」といった視聴者の意識が読み取れる。
つまり表 3 のように，日本の場合，ドキュメンタリーは 41%を示しており，ニュース番組
の次に多く視聴されていたのがわかる。日本に比べて韓国の KBS のドキュメンタリーは，
ニュースやバラエティ，ドラマよりも低い。BBC の場合，ドキュメンタリーはニュースやバ
ラエティ，ドラマと拮抗する視聴状態であった。
無論この問題は，公共放送の視聴シェアが日本は 17.3%で，韓国 (28.4%) と英国 (29.6%)
より低い点，テレビ視聴の平均時間が日本は「30 分〜1時間未満」が 71%に対して，韓国は
40% (1時間以上視聴は 57%)，英国は 20% (1時間以上視聴は 59%) であった点も考慮する
必要がある。
また「話題にする」番組ジャンル別データは表 4のとおりである。この表からまず読み取れ
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表 3 公共放送の番組ジャンル別の視聴状況 (単位：%)
日本 NHK 韓国KBS 英国BBC
ニュース・ニュースショー 80 57 70
生活情報番組 24 26 53
ドキュメンタリー 41 34 64
スポーツ番組 24 20 39
ドラマ 29 54 65
バラエティ番組 18 58 71
教養．教育番組 26 11 26
表 4 ｢話題にする」公共放送の番組ジャンル (単位：%)
日本 NHK 韓国KBS 英国BBC
ニュース・ニュースショー 64 73 79
生活情報番組 49 67 73
ドキュメンタリー 44 56 73
スポーツ番組 41 53 48
ドラマ 36 72 57
バラエティ番組 30 72 61
教養．教育番組 26 39 41
る点は，「視聴者の公共放送としての BBC に対するニュースや教養番組への信頼度の高さ」
であろう。「ドキュメンタリー」の項目から目立つ二つの点を挙げて説明を補足すると，二つ
の表から「日本と韓国に比べて BBC のドキュメンタリーはよく視聴されており，人々の話題
にも高く繋がっていることである。もう一つは日本と韓国の場合，視聴状況と話題性の面から
考えて他のジャンルに比べてドキュメンタリーに対する視聴者の関心度は必ずしも低くない」
という事実である。以上の結果は，本稿の「ドキュメンタリー」を中心に考察する有意義な裏
付けにもなると言えよう。
次に，図 12 に注目しよう。
これは，第 13 回「日韓中テレビ制作者フォーラム」の参加者へのアンケートの中で Q3-H
「日韓中番組のなかでスタイルの違いが最も明瞭なジャンルは何か」という設問に対する回答
結果である。本稿が注目する「ドキュメンタリー」は 25.8%で，「ドラマ」の 32.2%に次ぐ割
合を占めている。番組制作は国の文化や視聴者の嗜好，経済的・政治的状況が敏感に反映され
るクリエティブな世界であり，その番組制作においてより表現の世界が強調される「ドラマ」
や「バラエティ」番組を回答した人が多いことは納得できるものだ。しかし，いわゆるノン
フィクションであることが共通の認識とされている「ドキュメンタリー」を回答した人が多い
ことには興味を示さざるをえない。要するに，「同じ漢字文化圏の近接する 3ヶ国の間ではド
キュメンタリーを作りながら何を持って“スタイルの違いの明瞭なジャンル”としてドキュメ
ンタリーを捉えていたのだろうか」という疑問を解くことが，東アジアにおけるドキュメンタ
リー放送空間の移動と変貌を理解する上で重要なキーを与えてくれると思われる。そもそも日
韓中のテレビ局では今までどんなドキュメンタリーを作ってきており，また互いにどのような
影響を与え合いながら，また異なる道を歩んできたのだろうか。遡ってみると，メディア研究
において，そういったドキュメンタリーが作り上げてきた東アジア (日韓中) における放送空
間の展開について，未だに十分に検討されていないのが実情であり，その点においてこの取り
組みは有意義な第一歩を踏み出したと言えよう。
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図 12 制作のスタイルの違いが表れるジャンルについて
2. 1 『シルクロード』(NHK) の衝撃と意義
1980 年 4 月から 1981 年 3 月まで計 12 回に渡って放送された(9) 『シルクロード』がもたら
した衝撃は大きいものであった。東アジアにおけるドキュメンタリーを中心とした放送空間を
考える際，『シルクロード』の位相は言うまでもなく重要な転換期を呼び起こした金字塔のよ
うな出来事であった。『シルクロード』は，日本の視聴者の反響もさることながら，当時の中
国と韓国の放送関係者にも大きな刺激を与えた番組として未だに膾炙されるドキュメンタリー
であり，東アジアの放送史において一線を画したのであった。
そういった 1980 年代の『シルクロード』の衝撃を詳細に検討すべく，ここからは東アジア
におけるドキュメンタリーの放送空間の変貌の特徴について考えたい。ただ，その研究対象が
膨大なため，研究対象に 3つの条件を設けたい。まず，対象とする放送は，日本の公共放送局
である日本放送協会 (以下，NHK とする) と韓国の公共放送局である韓国放送公社 (以下，
KBS とする)，そして中国の国営放送局である中国中央電視台 (以下，CCTVとする) といっ
た 3つの放送局の番組に限定する。
次に，全ての国の全てのドキュメンタリーではなく，3つの放送局がこれまで制作してきた
「大型番組制作」企画として放送された映像を中心に考えることとする。
最後に，今回の比較内容は，3つの国が生産した大型番組の内容分析と比較ではなく，それ
ぞれの国 (放送局) が大型番組に取り組み，生産するまでの過程と展開における空間的な移動
とその背景に焦点を当てながら，そういった変貌のダイナミズムの背景と実体を説明できれば
と思うのである。
それでは『シルクロード』の東アジアの放送空間における意義は何だろうか。『シルクロー
ド』はまず，「大型番組制作｣(10) の嚆矢であった点が挙げられる。日本では，中国や韓国より
早くテレビ放送が開始 (1953 年) され，本格的なドキュメンタリーシリーズ番組として『日
本の素顔』が 1957 年から始まった。以後，1980 年には本格的な「大型番組制作」の概念が定
着していた。
例えば表 5 は，NHKが制作した 1970 年代半ばから 2013 年までの大型ドキュメンタリー番
組の一覧である。日本のNHKの場合，ドキュメンタリーの大型番組は，企画においては局内
で担当する部署の制限はないが，主に『NHK 特集』と『NHKスペシャル』のカテゴライズ
のなかで制作・放送されてきた。
表 5 で一目瞭然であるように，1980 年の『シルクロード』以降，『NHK 特集』(1976 年 4
月〜1989 年 3 月) が 1989 年『NHK スペシャル』に変わった後の 2013 年まで，NHK が関
わってきた大型番組の膨大な量にまず圧倒されるのである。NHKのドキュメンタリーの潜在
力にはこういったアーカイブスから分かるように，コンテンツの生産に関わる物的・経済的・
人的・時間的な資源の規模が他の国に比べて豊富であることも看過できない。そういった土壌
から良質の番組が産まれる可能性が期待できるからである。
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表 5 NHK大型番組制作 30 年の歩み
年度 番組名
1976 明治の群像／新西洋事情
1977 日本の戦後
1978 あの時・世界は……磯村尚徳・戦後世界史の旅〜
1979 核の時代／激動の記録／石油・知られざる技術帝国
1980 シルクロード
1981 日本の条件／原子力秘められた巨大技術／自然と人間シリーズ
1982 日本の条件／シーレーン・海の防衛線／激動の記録
1983 シルクロード第 2部／日本の条件
1984
21世紀は警告する／世界の科学者は予見する核戦争の地球／日本の条件・教育／日本の条件・
高齢化社会／シルクロード第 2部
1985 日本の条件・高齢化社会／その日・1995 年の日本／ルーブル美術館
1986
大黄河／世界の中の日本Ⅰ・アメリカからの警告／世界の中の日本Ⅱ・経済大国の試練／ド
キュメント昭和・世界への登場
1987
世界大紀行／世界の中の日本Ⅲ・経済大国の苦悩／世界の中の日本Ⅳ・土地は誰のものなのか
／世界の中の日本Ⅴ・コンピューターが世界を変える／ミツコ・二つの世紀末／自動車
1988
海のシルクロード／世界の中の日本Ⅵ食糧・国家の選択／世界の中の日本Ⅶなぜ税が問われて
いるのか／アメリカで何が起きているか／世界の中の日本Ⅷアジアからの挑戦／世界の中の
日本Ⅸ教育は変えられるか／エルミタージュ華麗なる美の殿堂／秘境・興安嶺をゆく
＊『NHK特集』(1976年 4月〜1989 年 3 月) 終了⇒『NHKスペシャル』(1989 年 4 月〜現在) に変わる
1989 北極圏 12 集／驚異の小宇宙・人体 6集／太郎の国の物語 6集
1990
人間は何を食べてきたか 5集／印象派の殿堂・オルセー美術館 8集／社会主義の 20世紀 9 集
／銀河宇宙オデッセイ 11 集／大英博物館 6集
1991 電子立国・日本の自叙伝 6集／アインシュタインロマン 7集
1992
人間は何を食べてきたか・海と川の狩人たち 4 集／プラド美術館 5 集／新・日本人の条件 6集
／大モンゴル 5 集／ザ・スペースエイジ宇宙への挑戦 6集
1993 ドキュメント太平洋戦争 6集／アジアハイウェー 10 集
1994
驚異の小宇宙・人体Ⅱ 6集／日本の選択 11 集／生命・40億年
はるかな旅 10 集／始皇帝 3 集／中国 12億人の改革開放 6集
1995
阪神・淡路大地震関連 4 集／中国 12億人の改革開放 5 集／日本の選択 4 集／新・電子王国 6
集／戦後 50 年その時日本は 12 集
1996
映像の世紀 11 集／新・電子王国 3集／日本の選択 4 集／故宮・至宝が語る中華五千年 12 集／
21世紀への奔流 11 集
1997 街道をゆく 7集／日本再建 10 集／家族の肖像・激動を生き抜く 11 集／故宮の至宝 3 集
1998
ブッダ・大いなる旅路 5 集／日本再建 6集／海・知られざる世界 8集／街道をゆく第 2シリー
ズ 6集
1999
世紀を超えて：地球・豊かさの限界 6集／世紀を超えて：世界・ビッグパワーの戦略 6集／世
紀を超えて：戦争・果てしない恐怖 4 集／世紀を超えて：絆・ともに生きる 6集／驚異の小宇
宙・人体Ⅲ遺伝子 DNA7 集／イスラム潮流 4 集
2000
世紀を超えて：いのち・生老病死の未来 6集／世紀を超えて：テクノロジー・あくなき挑戦 5
集／世紀を超えて未来世代 2集／世紀を超えて：エピローグ 3 集／四大文明 5集／激動．地中
海世界 4 集
2001 宇宙・未知への大紀行 9集／日本人はるかな旅 5 集／ 21世紀 日本の課題 8集
2002
アジア古都物語 3 集／アフリカ 21世紀 3 集／ 21世紀・日本の課題 14 集／変革の世紀 7 集／
アジア古都物語 3 集
2003 地球市場・富の攻防 10 集／子ども輝け いのち 6集／文明の道 8集／日本の課題 17 集
2004
データマップ・63億人の地球 9 集／地球大進化・46億年・人類の旅 7 集／ 21世紀・日本の課
題 11 集／ローマ帝国 3集
2005
新・シルクロード 12 集／明治 5 集／日本の群像・再起の 20 年 8集／ 21世紀の潮流・アフリカ
ゼロ年 4集
第 2に，東アジアにおける『シルクロード』の意義として，本格的な「ロードドキュメンタ
リー」の嚆矢が挙げられる。1980 年に放送された『シルクロード』は，いわゆる「ロード」
の語彙を番組のタイトルに登場させ，その「ロード」を旅しながら人間文明の営みの歴史を探
検・発見・紹介するスタイルのドキュメンタリーを確立させたのである。
｢ロード」の面白さをドキュメンタリーの世界でいち早く気付いた人は，実は日本初の本格
的なドキュメンタリー『日本の素顔』を担当した吉田直哉氏であった。1974 年から 75 年まで
20 集で放送された大型番組の前身である NHK の『未来への遺産』シリーズを担当した吉田
直哉氏は「もともと『道』というテーマが人間の心の琴線にふれるものだからではないか，と
考えた私は調子に乗って「道の世界史」と名付けられるような大シリーズができないかと提案
した」と語っている(11)。また，実際『未来への遺産』シリーズの内容を見ると，「第 10 回：
壮大な交流 (1) ――シルクロード―― (1975 年 3 月 27 日放送)」と「第 11 回：壮大な交流
(2) ――陶磁の道―― (1975 年 4 月 24 日放送)」となっている。つまり，1970 年代半ばには
既に「道=ロード」のドキュメンタリーの世界が芽生えていたと言える。
一方で 1980 年以前に「旅番組」も既に多く制作されていた。しかし「旅番組」は，いわゆ
る独立した「点」として制作されていて，そういった「点」と「点」を繋いで「線」にするこ
とで，新しい物語が産まれる (「線=ロード」) という概念と企画が『シルクロード』シリーズ
として出来上がったのである。『シルクロード』の制作者の一人である鈴木肇氏の著作には，
「一点凝視番組」から「一周番組」へ，そしてやがて「テレビ版シルクロード」の企画にまで
至った経緯が喜びとともに綴られていた(12) 。実際その後，中国でも韓国でも大型の「ロード
ドキュメンタリー」スタイルの番組が続々と制作・誕生した(13)。
第 3 に，『シルクロード』の意義として，東アジアにおける国際的な「共同取材・共同制作」
番組の嚆矢であった点が挙げられる。『シルクロード』は中国の CCTV との「共同取材」に
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表 5 NHK大型番組制作 30 年の歩み (続き)
2006
ドキュメント北朝鮮 3 集／ラストメッセージ 6集／シリーズ同時 3 点ドキュメント 8集／ 21
世紀の潮流・ラテンアメリカの挑戦 2集／シリーズ変貌する日米同盟 2 集／シリーズ小泉改革
5 年を問う 2集
2007 新・シルクロード 9集／激流中国 11 集／ミラクルボディー 5集／にっぽん家族の肖像 6集／
2008
病の起源 6集／激流中国 3集／揺れる大国・プーチンのロシア 4集／沸騰都市 9 集／女と男：
最新科学が読み解く性 3集
2009
シリーズ JAPANデビュー 4集／マネー資本主義 5 集／ MEGAQUKE巨大地震 4 集／ミラク
ルボディー 3集
2010
アフリカンドリーム プロジェクト JAPAN／シリーズ日本と朝鮮半島 5 集／シリーズ日米
安保 50 年 4 集／日本人はなぜ戦争へと向かったのか 4集
2011
シリーズ原発危機 3 集／シリーズ日本新生 7 集／ヒューマンなぜ人間になれたか 4 集／プロ
ジェクト JAPAN／シリーズ東日本震災 8集
2012
シリーズ日本新生 4集／シリーズ東日本震災 8集／ MEGAQUKE巨大地震 3 集／知られざる
大英博物館 3 集／宇宙の渚 3 集／ミラクルボディー 4集
2013
MEGAQUKE巨大地震 4 集／シリーズ深海の巨大生物 2 集／シリーズ・日本新生 7 集／中国
激動 3 集／シリーズ・東日本大震災 6集／病の起源 5 集／シリーズ遷宮 2 集／シリーズ金メダ
ルへの挑戦 3集／シリーズ“ジャパンブランド”
よって可能となった番組であった。1972 年に日中国交正常化があったものの，長い間閉ざさ
れていた中国は「文化大革命」(以下，「文革」とする) が終わって間もない時期であっただけ
に，中国で撮影することは「共同取材」の他に手段が無かった。注意しておきたい点は「共同
制作」ではなく「共同取材」という形であって，NHKと CCTVは一緒に行動しながら撮影を
行ったものの，別々に編集して，別々の番組を，別々に放映するスタイルをとったことである。
しかしながら最初の日中「共同取材」番組の『シルクロード』の反響(14) は，日本に比べて
中国では微々たるものであった。その理由として，中国人メディア関係者の論文によれば，中
国の視聴者が「文革」による長い鎖国政策によって海外への関心が低かった点と，「シルク
ロード」という地域への関心が日本ほどではなかった点が挙げられている(15)。しかし，最も
根本的な理由として考えられるのは，まず放送局内部の問題として，中国のドキュメンタリー
制作の環境やシステム，人的・技術的・組織的レベルにおいて日本との差が大きかったことが
挙げられる。そして，放送局外部の問題としては，1980 年当時のテレビ受像機の一般家庭へ
の普及率が日本ではほぼ 100% に達していたが，中国ではまだ 364 万台程度(16) であって，
1985 年になってもカラーテレビの普及率が都市では 17.21%，地方では 0.80% (白黒 TV：
10.94%) にしか達していなかったという，社会的・経済的なインフラの差が大きな壁となっ
ていたことが直接の原因であったと考えられる。
以上，東アジアの放送ドキュメンタリー空間における『シルクロード』の位相について述べ
た。それは，東アジアの放送文化における「大型番組制作」の嚆矢や，「ロードドキュメンタ
リー」の確立，国際的な「共同取材・制作番組」の嚆矢といった 3つの側面において日韓中に
大きな影響を与えたことを喚起したかったからである。しかしながら，『シルクロード』を生
み出した NHK の底力には，上記に述べたように『未来への遺産』『新日本紀行』『日本の素
顔』など既に 20 年間以上の蓄積があったからであったことは言うまでもない。そのような放
送空間の「連続性」については繰り返して強調しつつ念頭に置いてもらいたいと考えるのであ
る(17)。
3．1990 年代の中国CCTVのドキュメンタリーの成長と模索
3. 1 中国のテレビドキュメンタリーの略史
1976年 9 月，毛沢東氏の死によって「文革」が終焉するとともに，中国 CCTVにも大きな
変化の波が寄せてきた。現在 CCTV が公式的に認めている「大型番組」としての初のドキュ
メンタリーは，表 6にあるように，日中共同取材で完成した『シルクロード』(1980 年) と
なっている。こういった日中共同の取材もしくは共同制作の番組は，CCTV が公表する大型
番組制作の歴史のなかに多々登場している。また表 6 にあるように，1989 年に放送された
『黄河』は日本の NHK と共同取材して制作された番組であった。なお，その時の映像は日本
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では『大黄河』というタイトルで 1986年 4 月から 1987 年 3 月まで 10 回シリーズで放送され
た。また 1991 年に放送された『望长城：長城を望む』は，日本の TBS との共同制作番組で
あった。この番組『望长城：長城を望む』は，中国 CCTV のドキュメンタリー史における初
の「ノンフィクション：“纪实”」ドキュメンタリーであったという(18)。この時期，要するに
1990 年代になって CCTVのドキュメンタリーは中国共産党の喉舌のような宣伝や教育のため
のドキュメンタリーから脱皮し始めたのであり，そこには「日本」という外部との共同制作に
よるノウハウの蓄積と影響が大きかったと思われる。
3. 2 CCTVドキュメンタリーチャンネル (CCTV-CH9) の新設と展望
1978年の鄧小平による「改革開放」政策により，1980 年代の中国では経済の建て直しが加
速していた。放送の側面においては，1978年 5 月に国営ネットワーク放送として新たに発足
した CCTV(19) が，中国を統合する国レベルの政策を人民へ伝達する媒体として拡張されてい
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表 6 CCTV大型ドキュメンタリー番組の 30 年史
放送年度 集 (回) 番組名 (中国語：日本語)
1980 15 丝绸之路 シルクロード
1983 25 话说长江 長江を語る
1984 20 唐蕃古道 唐蕃古道
1986 28 话说运河 運河を語る
1988 12 让历史告诉未来 歴史から学ぶ未来
1989 30 黄河 黄河
1991 12 望长城 長城を望む
1992 1 远在北京的家 遠い北京にある家
1992 18 广东行 広東への旅
1993 1 最后的山神 最後の山神
1993 12 毛泽东 毛沢東
1994 1 龙脊 龍の脊椎
1997 12 邓小平 鄧小平
1997 12 香港沧桑 香港返還
1999 12 澳门岁月 マカオの歳月
2000 360 百年中国 百年中国
2004 6 复活的军团 復活してきた軍団
2005 12 故宮 故宮
2006 11 新丝绸之路 新シルクロード
2006 33 再说长江 長江再び
2006 12 大国崛起 そびえたつ大国
2006 1 圆明园 円明園
2007 6 复兴之路 復興の道
2007 8 香港十年 香港の十年
2007 11 森林之歌 森の歌
2008 20 同饮一江水 同じ河の水を飲む
2009 8 澳门十年 マカオの十年
2010 10 公司的力量 会社の力
2010 10 敦煌 敦煌
た。中国の都市部でカラーテレビ受像機の普及率が 50%になったのは 1990 年で，1997 年に
なってようやく 100.48% となった(20)。1999 年にメディアに関するガイドラインの 82 号文
書(21) が発令されて，県レベルの放送局を廃止するとともにラジオとテレビのネットワークの
統合，番組制作と放送の分離等の構造改革に踏み切った。また 2001 年 11 月中国がWTOに
正式に加盟する事になり，外資のインターネット産業への参入が可能となった。しかし，中国
本土だけでもテレビ局の数が 358 局にのぼっている状況 (2001 年) のなかで，1990 年代以降
テレビ局間の競争が激しくなるにつれて，いわゆる中国共産党の喉舌である CCTV も多様化
する視聴者のニーズに耳を傾けざるを得なくなってきた。まして 2008年の北京五輪開催は，
CCTV の政策や技術，コンテンツ等の側面において急速な整備と転換が求められた。なお，
CCTVのデジタル化は 2001 年末に完了しており，その時点でHDTV (高精細度テレビ) の試
験放送も始まっていた(22)。ちなみに CCTVは 2008年にHDTVを全面展開し，2015 年にはア
ナログ放送を終了する予定である。
一方 2011 年 1 月，CCTV の全国向けのドキュメンタリー専用チャンネル (CH9) が創立さ
れた(23)。ドキュメンタリーだけを放送する専用チャンネルは，日本や韓国にもない中国
CCTV だけの画期的な取り組みとして，東アジアのドキュメンタリー放送空間を考える際，
注目しなければならない出来事だと評価される。したがってここからは，今年で創立 3年目を
迎えるCCTVドキュメンタリーチャンネル (以下，CCTV-CH9 とする) の成立の背景や戦略，
意義，そして東アジアにおける今後の可能性について簡略に述べたい。
2011 年 1 月 1 日，CCTV-CH9 は世界を舞台とすべくグローバル化を意識して英語と中国語
による 24時間体制の専らドキュメンタリー番組を放送するシステム(24) として電波を発した。
CCTV-CH9 は番組編成とチャンネルの性格が認知度の高い既存の「Discovery Channel｣(25) と
類似している。CTV-CH9 の視聴率は年々増えてきて，創立直後の 2011 年前期 (1 月〜10 月
9 日まで) の調査では，0.25%から 0.50%に増加していて，特に 18 時から 24時のタイム台の
視聴率は当初より 70% 以上増加していた(26)。もはや CCTV-CH9 は「一日平均視聴者規模が
2012 年にはおよそ 6.6億人となってきて，中国視聴者の満足度において科教ジャンル (科学と
教育チャンネル) のカテゴリで 1位となっており，インターネット調査によると CCTV のす
べてのチャンネルのなかで“一番好きなチャンネル”に選ばれた」という(27)。
CCTV-CH9 の番組構成は，自然探索，歴史人文，社会記録，文献書類の 4 つの主題と 6つ
の時間帯がある。6つの時間帯はそれぞれ人文地理，時代写真，グローバル視野，スペシャル
特集，ディスカバリー，歴史伝奇になる。しかし新設の CCTV-CH9 の最も大きい特徴は，
チャンネルの編制構造において「コラムを排除する」ことで国際のドキュメンタリーチャンネ
ルの編制方式に合致させた点が挙げられる。「コラム」は中国テレビならではのチャンネル編
制 (構成) として番組テーマ別に項目を設定してカテゴライズした一種の番組群である。たと
えば既存の CCTVチャンネルの編制は「チャンネル ―― コラム ―― 番組」という伝統的
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なモデルで構成されていたが，チャンネルと番組を繋ぐ架け橋の番組群の表示である「コラ
ム」欄を無くして「チャンネル ―― 番組」の編制モデルとして変えたのである。なお，一つ
の番組の尺は基本的に 30 分と 60 分の 2パータンである。コンテンツは，大体，自主・委託制
作が 20%，地方局からの番組が 30%，CCTV の既存の番組の編集物が 20%，そして海外から
の番組が 30% の割合となっている。また番組制作のためには「入札」方式で「決められた
テーマの委託制作」の形の入札を行ってあり，そういった「『放送』と『制作』の分離型」は
1990 年代以後，急激に進行する中国の放送の特徴の一つでもある。
そもそも CCTV-CH9 を開始した中国の思惑は「国際社会への国家イメージの宣伝」であっ
たが，結果的に見ると，中国の放送自体のレベルの向上や視聴者の確保，視聴者への多様な情
報とグローバルな視点の提供，海外との共同制作や海外コンテンツの提供，異文化交流等の国
際的な協力の確保(28)，そして国際的なマーケティングの向上などなど，ここまでは望ましい
成果に繋がっていると思われる。その一方で，政府の規制の二重 (国内と国外) 構造 (=内外
有別政策) や，「放送」と「制作」の分離型の不安定な体制，コンテンツ不足と有料チャンネ
ルの低調，急激なネットの普及による中国のメディア環境の変動，視聴者のニーズの多様化，
地方局と中央局の不平等な連携のあり方等々，差し迫った課題が山積しているのも実情である。
そういった中国の放送の今後の行方と，そこで新たに台頭する変動がもたらす東アジアの放送
空間への影響にも目が離せない状況こそが，東アジアの放送空間のダイナミズムの今を物語っ
ているのである。
4．2000 年代の韓国 KBSのグローバル化戦略と大型番組制作
1987 年の民主化運動を経て，放送の世界でも「民主化」と「ジャーナリズム」の実現に対
する熱望が高くなってきていた。韓国の公共放送局である KBS では，1994 年に始まった
『KBSスペシャル』のなかでドキュメンタリー番組を主にカテゴライズしてきた。韓国 KBS
で「大型番組」としてドキュメンタリーが制作されたのは，表 7 にあるように，2000 年代に
なってからである。これは既に検討してきたように日中に比べて遅い。単純な時間的な差から
みると 1980 年に放送された日本の『シルクロード』よりは約 25 年遅れている。KBS の初期
の大型番組に関わってきたベテランの制作者(29) は，「それは放送だけの問題ではなく，いろん
な側面が絡み合っていて，条件が揃わないとなかなか難しい。経済的な原因も大きい」と言っ
た。韓国MBC のドキュメンタリー制作担当部署の部長(30) は，2000 年代になってようやく大
型番組制作が可能となった理由について，「その時期ブームとなっていた“韓流”の波がド
キュメンタリー制作にも及んできて，世界舞台進出への自信感を持たせた。そしてもう一つの
キーワードは，当時視聴者の間では“名品(31)”嗜好が高まっていて，ドキュメンタリーにお
いても名品・ドキュメンタリー (=大型番組) の制作が一つの流れとなってきた」と語った。
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また，「特に公共放送のKBS とは異なる株式会社MBC で，赤字覚悟で大型ドキュメンタリー
を制作するのは『放送の公営性』への責任感からであり，そういった放送局間の競争が発展に
繋がったと思う」と述べた。
一方，韓国KBS初の大型番組制作で最優先した理念は，放送コンテンツの「グローバル化」
であった。2004 年から大型番組制作が実現され，2007 年に放送された「Insight Asia」シリー
ズの『차마고도茶馬高道』は，韓国で大型番組制作の代表作となっている。しかし，日中に比
べて制作本数は非常に少なく，番組のテーマもまだ限られているのが分かる。これまで国内向
けに制作されてきたドキュメンタリーコンテンツのグローバル化はまだ始まったばかりである。
更なる韓国の挑戦と今後の行方に期待したい。
5．終 わ り に
以上で検討したように，本稿は日韓中を中心に，東アジアのドキュメンタリー放送空間の変
貌を考察したものである。一見，日韓中のドキュメンタリー放送空間は雁行的に展開してきた
と思われるかもしれないが，ここまでの検討を通して，過去もそして今も，政治的な情勢や社
会・文化的出来事，産業的・経済的な変化によって，番組制作の理念や内容，支援と投資，表
現方法と技術等の色々な側面において影響を与え合いながらダイナミックに変わってきている
ことが分かる。
一方で冒頭の，量的調査としては十分な数ではなかったが「日韓中テレビ制作者フォーラ
ム」のアンケート調査の結果は，日韓中において今まで放送の現場を担ってきた人々や今も現
場で活躍している人々，そして放送政策に関わっている様々な人々の「声」が表れた貴重な資
戦後東アジアにおける放送空間のダイナミズム (崔 銀姫)
― 20 ―
表 7 KBSグローバル大企画 (大型番組制作) の歩み
年度 集 番組名 (日本語：ハングル)
2004 6 陶磁器 도자기
2007 4 儒教 2500 年の旅 유교, 2500년의 여행
2007 6 「Insight Asia」茶馬高道 인사이트아시아 차마고도
2009 6 「Insight Asia」ヌードルロード 인사이트아시아 누들로드
5 「Insight Asia」人間の地 인사이트아시아 인간의땅
2011 4 青い地球の最後の遺産 コンゴ 푸른지구의마지막유산 콩고
4 東アジア生命大探査 アムール 동아시아생명대탐사 아무르
4 八萬大藏經千年特集 ダルマ 팔만대장경천년특집 다르마
3 「KBS 特別企画」金正日 KBS특별기획 김정일
2012 4 文明の記憶、地図 문명의기억 지도
3
最初の探検 ヒマラヤ横断飛行
イカロスの夢
최초탐험히말라야횡단비행 이카로
스의 꿈
5 人間と魚の大叙事詩 スーパーフィッシュ 인간과물고기의대서사시슈퍼피쉬
2013 4 ホモ・アカデミクス 공부하는인간
3 儀軌、八日間の祝祭 의궤, 8일간의축제
料である。その「声」は単に「日韓中テレビ制作者フォーラム」に関することだけではなく，
東アジアの放送文化の新たな方向性を導く一つの提案であると考えるからである。可能な限り，
引き続き調査を重ねながら蓄積された知恵を今後現場に活かせられればと思う。また本文で取
り上げた日韓中の大型ドキュメンタリー制作の歴史の考察は，3ヶ国の歩みを一目瞭然に確認
できた点で意義があると思う。しかし，3ヶ国それぞれのドキュメンタリーの内容分析や言語
と表象，表現の文化的なコードの流通に関わる考察と比較には触れていないので今後の課題に
したいと考える。
周知のように，今の東アジアの放送空間は，デジタルメディア時代のテクノロジーの急速な
変化や，中国においては CCTVを含め，中国放送の「チャンネルブランディング」化の戦略，
地方の衛星放送のネットワーク化，コンテンツ配給と世論の統制をめぐるインターネットと放
送のあり方の問題，日本においてはNHKのマニュアル式ではなく実用性のある災害システム
やアーカイブスの整備，番組制作と表現への権力的干渉の排除，多様な階層むけの番組制作，
そして韓国においてはKBS のグローバル化のコンテンツ戦略の見直し，放送技術開発と番組
制作への支援の拡充，多様な表現と機会の均等な配分等々，様々な課題を抱えながらも模索し
つつ新たな変革へ進んでいるように見受けられる。
その一方で，番組の文化的な側面においての「遅れ」を指摘しなければならない。技術的進
歩は，これまで不可能であった表現の領域を確実に広げたと評価できるが，だからといって
「ドキュメンタリー放送文化=番組テーマや表現等のソフトな側面」が十分にレベルアップし
てきたとは思えない。日韓中の放送局は，自国で制作したドキュメンタリーの国外販売といっ
たグローバル化のための大型番組の制作に力を入れているが，それが必ずしもドキュメンタ
リーの文化的価値を高める結果に繋がったとは言えない。むしろ，ドキュメンタリーのテーマ
や素材，表現が，流動的なグローバルの基準に振り回されてしまい曖昧な国籍のドキュメンタ
リーが生産された場合もあり，しばしばドキュメンタリーの本質が脅かされている印象も拭え
ない。無論，国際的なコンテンツの流通やコンテンツ販売による収益，産業・企業側の支援，
新技術による鮮明な画質と臨場感もドキュメンタリーの表現の支えになるであろうが，番組制
作費用や新技術がコンテンツを誘導するような番組作りの状況は，ドキュメンタリーが一体ど
こに向かっているのだろうかという不安さえも感じさせる。また今の日韓中の放送空間におけ
るナショナリズムへの再帰的現象は，公共放送の大型ドキュメンタリーとしてのそのあり方を
改めて考えなければならないと思われる。
最近「面白いドキュメンタリーがなくなっている」という声を良く耳にする。国によって，
人によって，その「面白さ」は異なるかもしれないが，「面白さ=視聴率」という考えは見直
さなければならない。果たして，ドキュメンタリーが視聴者とともに向かうべき方向はどこな
のか。今は 30 年前のドキュメンタリー放送空間より，ある意味後退しているのではなかろう
か。ドキュメンタリーの放送空間が無限な自由の表現の世界であってほしいが，しかしながら
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ドキュメンタリーとして守ってきたものを忘れてはならない。今後東アジアのドキュメンタ
リーの放送空間はどこに向かって舵を切るのだろうか。日韓中のドキュメンタリーの行方から
目が離せない。
〔注〕
( 1 ) 佛教大学社会学部論集第 57 号 (2013 年 9 月 pp. 19-39)。
( 2 ) 2013 年の場合，「多文化」「越境」「放送文化」のテーマから韓国KBS局の『Love in Asia』の番組
を事例として取り上げて考察した。
( 3 ) 崔 (2013)。
( 4 ) ｢日韓中テレビ制作者フォーラム」の運営 (参加) 団体は，日本の場合は「放送人の会」「放送批
評懇談会」「放送番組センター」，韓国は「韓国放送プロデューサー連合会」「韓国放送人会」，中
国は「中国電視芸術家協会」である。
( 5 ) 性別で見ると，男性が 22名，女性が 9名になる。なお，今回は主催地が中国であったことと，中
国においてアンケート配布の事前審査と承認の手続きを想定せず赴いたため，アンケート調査に
は困難が多々あった。なお，第 1次の調査の回収数は，日本 (24名)，韓国 (15名)，中国 (8 名)
の 47 であった。
( 6 ) 崔 (2013) pp. 23-24。
( 7 ) 홍진표 (ホン・ジンピョ・第 27 代会長) KBS PDインタビュー (2013 年 10 月 17 日)。
( 8 ) 中村美子・米倉律 (2009) pp. 78-89。
( 9 ) 『シルクロード』を 14 集とする理由は，4 月からの本放送に先駆けて『シルクロードを飛ぶ』(1
月 7 日) と『秘境シルクロードへの誘い』(3 月 31 日) が放送されたからである。
(10) 一般的に「大型番組」と言えば「一つのテーマの 1時間尺程度のシリーズ物」として共有されて
いると思われるが，「大型番組」の言葉が頻繁に使われている反面，その概念は未だに不明確であ
るのが実情である。
(11) 内容の一部は NHK アーカイブス (http : //www.nhk.or. jp/archives/document/) と NHK スペ
シャル (http : //www.nhk.or. jp/special/backnumber/all/2013/index.html) を参照にして構成し
たものである。
(12) 吉田 (1977) pp. 104-105。
(13) 鈴木 (2000) pp. 137-144。
(14) 例えば代表的な番組として，中国では『望長江』『黄河』『万里の長城』等が，韓国では『茶馬高
道』『ヌードルロード』等が挙げられる。
(15) ｢『シルクロード』は視聴率が毎回 20%を超える大ヒット番組となり，日本に一大シルクロード
ブームを起こした。それは日本人の多くが抱えていた中国の歴史や文化に対する憧れに応え，ま
た「日中の友好ムードを頂点にまで高める役割を果たした」(長井：2009)。
(16) Yefu, Leng ; Xinchuan, Liu (2008) p. 7。
(17) 1980 年のテレビ受像機普及率のデータは不明。なお 1980 年の中国総人口数は 98705万だった。
(18) 例えば実に『新日本紀行』シリーズの旅番組は，テレビ放送開始の 10 年後になる 1963 年 10 月か
ら (〜1981 年まで) 制作されていたので，そういった過程で積み上げたはずのノウハウや人的の
資源の豊富さは注目に値すると言えよう。
(19) Yefu, Leng ; Xinchuan, Liu (2008) pp. 4-5。
(20) この表は CCTVのサイト (Retrospect Video for 30 Years of CCTV documentaries by CCTV
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http : //jishi.cntv.cn/C22521/classpage/video/20101221/100949.shtml) を参照して作成したもの
である。
(21) 前身は 1958年に開局した北京電視台。北京電視台は現在地方局としてBTVとなっている。なお，
北京テレビに続いて上海テレビ (1958年)，広州テレビ (1959 年) が開局した。
(22) 山田 (2008)。しかし地方では 1998年の時点で白黒テレビが 63.57%で，カラーテレビは 32.59%
しか普及していなかった。
(23)「テレビ及びラジオ有線ネットワーク建設増強のための管理ガイドライン」
(24) 山田 (2003) p. 41。
(25) 正確に言えば，1997 年に英語チャンネルとして放送を始めていたが 2011 年に生まれ変わった。ま
た，当時 CCTV の CH10 もドキュメンタリーを放送していたが専用のチャンネルではなかった。
なお，既存のドキュメンタリーチャンネルであった上海テレビの紀実チャンネル，重慶テレビの
科教チャンネル，中国教育テレビ局の第 3チャンネルは地方チャンネルに留まっていた。
(26) CCTV-CH9 を中国国内で受信できる数は 9億人。英語版のCCTV-CH9 は全世界 51ヶ国と地域で
受信されており，衛星放送によって 60ヶ国以上をカバーしている。
(27) 1985 年放送開始。HPは http : //www.discovery.com/tv-shows/index.htm。
(28) Yefu, Leng ; Xinchuan, Liu (2008) pp. 4-5。
(29) 新京報 (2012 年 6月 14 日付) http : //ent.sina.com.cn/v/m/2012-06-14/02203656915.shtml
(30) 2011 年にイギリス BBC，アメリカ NBC，イギリス ITV，日本 NHK，韓国 KBS などの海外テレ
ビ局と協力関係を締結。実際，毎年海外から輸入されるドキュメンタリーはおよそ 1000時間分に
及んでいる。
(31) 신재국 (シン・ジェグック／ KBS企画制作局部長) インタビュー (2013 年 12 月 13 日)。
(32) 김환균 (キム・ファンギュン／MBC教養制作局部長) インタビュー (2013 年 12 月 12 日)。
(33) 本来の意味は「優越かつ著名な品物や作品」だが，国民のなかで高級の「ブランド物」の嗜好が
高まり，一般的に「次元の異なる信頼できる品物や作品」としてより親しく使用されるように
なった流行りの言葉。例えば「名品+マンション」や「名品+番組」，「名品+鞄」等。
(34) この表は신재국 (シン・ジェグック／ KBS企画制作局部長) が提供した資料を参考にした。
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